
【
は
じ
め
に
】

千
葉
県
の
生
ん
だ
偉
人
と
問
わ
れ
て
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

伊
能
忠
敬
そ
の
人
で
あ
る
。
伊
能
の
偉
大
さ
は
、
描
い
た
地
図
の
正
確

さ
だ
け
で
な
く
、
齢
五
〇
歳
に
な
っ
て
一
念
発
起
し
、
天
文
学
や
測
量

術
を
学
び
、
そ
の
後
約
一
七
年
間
か
け
て
、
自
ら
の
足
で
日
本
全
国
を

測
量
し
て
回
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
正
確
な
地
図
を
見
た
外
国
人
も
、
当
時
の
日
本
の
測
量
技
術
の

高
さ
に
舌
を
巻
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
幕
末
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
、
「
攘

夷
派
を
刺
激
し
な
い
方
が
良
い
」
と
の
幕
府
の
警
告
を
無
視
し
て
日
本

沿
岸
の
測
量
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
幕
府
役
人

が
所
有
し
て
い
た
伊
能
小
図
の
写
し
を
見
て
、
そ
の
優
秀
さ
に
驚
き
、

測
量
計
画
を
中
止
し
、
幕
府
か
ら
そ
の
写
し
を
入
手
す
る
こ
と
で
引
き

下
が
っ
た
の
だ
。

結
果
的
に
見
れ
ば
、
伊
能
図
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
攘
夷
派
と

の
無
用
な
衝
突
が
避
け
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
伊
能
忠
敬
と
い
う
郷
土
の
偉
人
の
功
績
を
、
教
科
書
各

社
の
歴
史
教
科
書
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用

す
る
。

中
学
歴
史
教
科
書

読
み
比
べ

令和元年

6月14日（金）

第9号

＜発行者＞

千葉県

中学歴史教科書

読み比べ会

＜連絡先電話＞
070‐6941‐1941

【
東
京
書
籍
】

［
国
学
と
蘭
学
］
本
文
一
三
〇
頁

《
…
一
九
世
紀
初
め
に
は
、
民
間
出
身
の
伊
能
忠
敬
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

技
術
で
全
国
の
海
岸
線
を
測
量
し
、
正
確
な
日
本
地
図
を
作
り
ま
し

た
。
》

［
新
し
い
学
問
と
化
政
文
化
］
写
真
、
側
注
一
三
〇
頁

《
伊
能
忠
敬
の
地
図
（
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図

副
本

東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
》

【
教
育
出
版
】

［
新
し
い
学
問
と
思
想
］
本
文
一
二
四
頁

《
…
伊
能
忠
敬
は
、
全
国
を
測
量
し
て
正
確
な
日
本
地
図
を
作
り
ま
し

た
。
…
》

［
新
し
い
学
問
と
思
想
］
写
真
、
側
注
一
二
四
頁

《
伊
能
忠
敬
（
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
）
》

《
忠
敬
の
地
図
と
測
量
機
器

下
総
（
千
葉
県
）
出
身
の
忠
敬
は
、
五

〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
江
戸
に
出
て
、
西
洋
の
天
文
学
や
測
量
術
を
学
び

ま
し
た
。
一
九
世
紀
の
初
め
、
幕
府
の
命
に
よ
り
、
全
国
の
沿
岸
を
歩

い
て
測
量
し
、
日
本
地
図
を
作
り
ま
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
国
学
と
蘭
学
］
本
文
一
三
三
頁

《
西
洋
の
知
識
は
測
量
術
を
進
歩
さ
せ
、
伊
能
忠
敬
は
そ
の
技
術
を
も

と
に
正
確
な
日
本
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
測
量
術
や
天
文
学
が
急
速

に
進
歩
し
た
背
景
に
は
、
外
国
船
の
来
航
に
よ
り
日
本
の
地
図
を
正
確

に
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
測
量
の
基
礎
技
術
で
あ
る
和
算
が

広
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
》

［
国
学
と
蘭
学
］
写
真
、
側
注
一
三
三
頁

《
伊
能
忠
敬
（
一
七
四
五
～
一
八
一
八
）
と
、
伊
能
忠
敬
が
作
成
し
た

地
図

忠
敬
は
、
北
は
蝦
夷
地
か
ら
南
は
九
州
の
屋
久
島
ま
で
、
五
六

歳
の
と
き
か
ら
約
一
七
年
か
け
て
自
分
の
足
で
歩
き
、
測
量
し
て
地
図

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
正
確
さ
に
よ
り
、
明
治
以
降
に
お
い
て
も
、

こ
の
地
図
に
も
と
づ
い
て
地
図
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
（
→
巻
末
二
）
。<

東
京
国
立
博
物
館
蔵>

》

【
自
由
社
】

［
新
し
い
学
問
の
発
展
］
本
文
一
三
九
頁

《
…
伊
能
忠
敬
は
蝦
夷
地
を
ふ
く
む
日
本
全
国
を
歩
い
て
測
量
し
、
初

め
て
正
確
な
日
本
地
図
を
つ
く
っ
た
。
》

地図で日本を救った千葉の偉人だった！

千葉県中学歴史教科書読み比べ会 オフィシャルサイト：https://kyokasyoyokunare.jimdo.com/

伊能忠敬（1745～1818）

（千葉・伊能忠敬記念館蔵）

（自由社版中学歴史教科書より）
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「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

大
手
三
社
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
全
国
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

東
京
書
籍
（
六
〇
万
七
八
五
六
冊
、
占
有
率
＝
五
一
・
〇
％
）
、
帝
国
書
院

（
二
一
万
三
〇
七
七
冊
、
占
有
率
＝
一
七
・
九
％
）
、
教
育
出
版
（
一
六
万
八
一

七
八
冊
、
占
有
率
＝
一
四
・
一
％
）

<

※
平
成
二
八
年
度
版

文
科
省
公
表
値
よ
り>

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
私
共
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
国
の
中
学

生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
及
び
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
「
中
学
歴

史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
全
国
の
八
割
以
上
の
中
学
校
で
採

択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
（
会
員
一
同
）※

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。

[
正
確
な
日
本
地
図
を
つ
く
っ
た
伊
能
忠
敬]

コ
ラ
ム
一
四
〇
～
一
四
一
頁

《
地
球
の
大
き
さ
を
知
り
た
い
と
い
う
科
学
的
探
求
の
精
神
と
、
国
防
の
必
要
が

結
び
つ
い
て
生
ま
れ
た
精
緻
な
日
本
地
図
の
物
語
。

◎
五
十
歳
で
天
文
学
者
に
弟
子
入
り

伊
能
忠
敬
は
一
七
四
五
年
（
延
享
二
年
）
、
上
総
国
小
関
村
（
現
在
の
九
十
九

里
町
）
の
網
元
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
、
一
八
歳
の
と

き
に
佐
原
村
の
伊
能
家
へ
婿
入
り
し
ま
し
た
。
伊
能
家
は
酒
造
業
な
ど
を
営
ん

で
い
ま
し
た
が
、
学
問
好
き
の
忠
敬
は
家
業
の
か
た
わ
ら
和
算
や
暦
学
に
興
味

を
も
ち
、
江
戸
か
ら
書
籍
を
取
り
寄
せ
て
勉
強
し
ま
し
た
。

五
〇
歳
の
と
き
、
忠
敬
は
家
督
を
息
子
に
ゆ
ず
っ
て
江
戸
に
出
ま
し
た
。
そ
し

て
幕
府
の
お
抱
え
天
文
学
者
・
高
橋
至
時
（
よ
し
と
き
）
の
門
を
た
た
き
、
天
文

学
や
暦
学
の
基
礎
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

至
時
や
忠
敬
は
地
球
の
子
午
線
上
の
一
度
（
南
極
と
北
極
を
結
ぶ
緯
度
一
度
）

の
長
さ
を
実
測
し
、
地
球
の
大
き
さ
を
知
り
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
思
い
が
け
な
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。
…

◎
命
が
け
の
測
量

忠
敬
の
導
線
法
と
い
う
測
量
術
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
器
具
を
使
っ
て
角
度
・
距

離
を
測
り
な
が
ら
進
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
複
雑
な
地
形
で
は
縄
を
用
い
、
平
地

で
は
量
程
車
（
り
ょ
う
て
い
し
ゃ
）
を
こ
ろ
が
し
て
測
り
ま
す
。
…

蝦
夷
地
の
測
量
は
命
が
け
で
し
た
。
尖
っ
た
大
岩
が
立
ち
並
ぶ
海
岸
の
難
所

を
通
り
抜
け
、
草
鞋
が
す
り
切
れ
る
ほ
ど
の
距
離
を
歩
き
ま
し
た
。
…

◎
伊
能
図
の
完
成

全
国
を
測
量
し
て
回
っ
た
忠
敬
は
そ
の
実
測
値
を
も
と
に
し
て
日
本
全
図
の

作
製
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
完
成
を
み
な
い
ま
ま
に
一
八
一
八

（
文
政
元
）
年
、
七
四
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
忠
敬
が
測
量
の
た
め
に
蝦
夷

地
か
ら
九
州
ま
で
歩
い
た
約
三
万
五
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
は
、
地
球
を
一
周
す
る
ほ
ど

の
長
さ
で
し
た
。
日
本
全
図
は
幕
府
の
暦
局
（
れ
き
き
ょ
く
）
の
人
々
に
よ
っ
て

一
八
二
一
（
文
政
四
）
年
に
完
成
し
、
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
（
だ
い
に
ほ
ん

え
ん
か
い
よ
ち
ぜ
ん
ず
）
」
、
別
名
「
伊
能
図
」
と
よ
ば
れ
ま
し
た
。

幕
末
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
将
校
は
、
日
本
を
後
進
国
と
思
っ
て

侮
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
能
図
を
見
て
「
西
洋
の
技
術
も
使
わ
ず
に
、
な
ん
と
正

確
な
の
か
」
と
お
ど
ろ
き
、
測
量
は
必
要
な
い
と
引
き
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
八
二
一
（
文
政
一
一
）
年
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

が
帰
国
時
に
伊
能
図
の
写
本
を
持
ち
出
そ
う
と
し
て
発
覚
し
ま
し
た
（
シ
ー
ボ
ル

ト
事
件
）
。
地
図
の
国
外
持
ち
出
し
は
国
禁
だ
っ
た
た
め
、
幕
府
天
文
方
・
書
物

奉
行
の
高
橋
景
保
（
か
げ
や
す
）
ら
十
数
人
が
連
座
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
国
外
追

放
、
景
保
は
獄
死
し
ま
し
た
。

伊
能
図
は
、
和
算
の
水
準
の
高
さ
、
科
学
を
き
わ
め
よ
う
と
す
る
実
証
精
神
、

困
難
に
め
げ
な
い
不
屈
の
魂
の
記
念
碑
な
の
で
す
。
》

東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
の
大
手
三
社
と
自
由
社
の
記
述
の
差
は
歴

然
で
あ
る
。

自
由
社
は
、
二
頁
に
亘
る
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
伊
能
忠
敬
の
生
涯
を
伝
記
風
に

描
い
て
い
る
。
一
方
、
大
手
三
社
の
記
述
は
、
日
本
地
図
を
作
っ
た
人
物
と
い
う

程
度
に
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。

子
供
が
郷
土
の
偉
人
の
足
跡
に
触
れ
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
千
葉
県
民
と
し
て
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

教
育
基
本
法
の
第
一
章
・
教
育
の
目
的
及
び
理
念
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。
「
（
中
略
）
（
教
育
の
目
標
）
五

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際

社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
。
」

伊
能
の
正
確
な
地
図
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
た

日
本
沿
岸
の
測
量
を

中
止
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
国
内
の
攘
夷
派

と
の
無
用
な
衝
突
は

避
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
伊
能
の

地
図
は
、
日
本
の
危

機
を
救
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

伊
能
忠
敬
こ
そ
郷

土
の
誇
り
で
あ
り
、

次
代
に
伝
え
る
べ
き

人
物
で
あ
る
。

以
上

伊能忠敬のつくった地図・大日本沿海輿地全図

（東京国立博物館蔵）

（自由社版中学歴史教科書より）
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